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節
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第
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第
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教
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よ
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究
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第
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よ
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第
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す
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冒
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問
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自
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自
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自
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自
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自
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だ
器
械

賢
母
の
愛
・
・

専
門
的
知
識
と
皐
聞
の
活
用

職
務
と
其
の
慣
値

生
活
の
充
賓
:

世
合
目
的
生
活
関
係

323 

14 

327 329 330 332 336 341 341 345 346 347 348 348 349 350 351 355 



結

外
部
的
生
活

内
部
的
生
活
:
・

-e

生
活
願
望
の
根
本

四

宗
教
的
生
活
の
民
髄
-

雪ed.
ロ冊l

園
運
を
卜
す
る
婦
人
の
力

女
子
教
育
改
善
意
見

'一.t人自

女
子
教
育
問
題
研
究
の
態
度
。

女
子
の
人
格
教
育
と
良
妻
賢
母
主
義
の
教
育

女
子
の
人
格
教
育
と
専
門
教
育

四

女
子
高
等
教
育
の
必
要

(ー)

子
女
教
育
の
進
歩
と
女
子
高
等
数
育
:
・

(斗

家
庭
生
活
の
進
歩
と
子
女
高
等
数
育

:

(三)

女
子
教
育
の
普
及
徹
底
と
女
子
高
等
教
育

(同

男
子
の
進
歩
と
女
子
高
等
教
育
。

(五)

女
子
職
業
の
護
達
と
高
等
教
育

355 358 359 361 366 371 372 375 388 389 390 391 393 394 

15 



(六)

国
家
の
謹
達
と
女
子
高
等
教
育
e-e

397 

16 

(七)

世
曾
の
進
歩
と
女
子
高
等
教
育

398 

(八)

戦
後
に
於
け
る
世
界
の
形
勢
と
女
子
高
等
教
育

399 

(九)

交
戦
諸
国
の
婦
人
欺
態
及
び
女
子
教
育
の
新
傾
向

404 

(司

418 

小
結

五

男
女
共
皐
問
題

419 

ムノ、

424 

女
子
の
高
等
教
育
の
可
能
力

(→ 

424 

精
神
的
可
能
力

女
子
の
高
等
教
育
可
能
の
貰
例

文
明
に
現
れ
た
る
婦
人

(斗

432 

身
鵠
的
可
能
力
ee--:je--

七

我
が
一
帝
国
は
今
後
如
何
な
る
女
子
大
撃
を
要
す
る
や
j
e
-
-
:

438 

家
政
皐
科
(
理
科
)

440 

参
考
資
料
!

448 

宗
数
科
(
文
科
)
・
je--

452 

醤
科

455 

ギ
ル
マ
ン
夫
人
の
所
見
一
端

458 

八

女
子
教
育
改
善
策

459 

国
民
数
育
の
徹
底

460 



(二)

国
民
教
育
と
補
習
教
育

(三)

女
子
普
通
教
育
の
徹
底
的
統
一

(四)

高
等
女
間
学
校
j
e
-
-
e

(五)

女
子
高
等
皐
4トヂて
t)え

(六)

女
子
専
門
皐
校

(七)

女
子
大
皐

(八)

女
性
人
格
教
育
の
徹
底
e--

463 464 

(九)

女
子
の
瞳
育
の
徹
底
・
:
一
:

(;;) 

女
子
硯
皐

世
界
統
御
の
力

世
界
統
御
の
力
は
擢
力
か
将
た
道
徳
か

次日

現
代
世
界
の
問
題

構
力
意
志
と
は
何
か

濁
逸
の
主
張

四

濁
逸
の
罪
悪
・
:

五

道
徳
意
志
と
は
何
か

」ー

ノ、

北
米
合
衆
園
と
道
徳
意
志
の
信
仰
:
・

460 461 461 462 462 463 463 467 467 467 469 471 475 475 

17 



七

北
米
合
衆
国
参
戦
の
一意義

476 

18 

;¥、

英
国
及
び
悌
固
と
道
徳
一
意
志

479 

九

我
が
一
帝
国
の
参
戦
と
一
部
の
民
論

480 

cコ

帝
国
の
園
是
と
国
民
の
覚
悟

482 

軽
井
津
山
上
の
生
活

講
義
を
始
む
る
前
に

489 

唯
物
論
よ
り
唯
心
論
に
到
り
し
経
過
及
び
そ
の
後
の
思
想

496 

信
念
生
活
の
経
験
(
鴎
一
は
そ
の
虞
髄
)
・

506 

自
念
生
活
の
領
土
(
上
)
|
内
部
を
見
よ
|

512 

自
然
の
織
手
---e----

517 

偉
大
な
る
宇
宙
の
建
築
者

519 

自
念
生
活
の
領
土
(
下
)l
美
の
雨
極

523 

異
郷
に
さ
す
ら
ふ
魂
の
祈
・

530 

活
動
は
人
生
の
散
び
|
字
宙
殿
堂
の
建
設
者
|
-

534 

愛
の
生
活

541 

活
動
を
統
御
せ
よ
・

550 

山
上
生
活
に
於
け
る
結
論
命
日(
上
)

556 



山
上
生
活
に
於
け
る
結
論
曾
(
下

)
l責
任
は
喜
び
|

564 

明
治
四
十
五

(
大
正
元
)
年
度

現
時
代
の
要
求
す
る
婦
人

信
仰
の
建
設
。
:
-

本
校
第
十
一
回
創
立
記
念
式
を
執
行
し
故
評
議
員
三
井
三
郎
助
氏
を
棲
ふ
e

・e
・-;
:
:

天
賦
性
の
裳
揚
。

枇
命
日
的
人
格
及
び
其
養
成
に
就
て

諸
子
は
永
久
に
母
校
の
娘
で
あ
る

枇
命
目
的
人
格
の
養
成
・
:

臣
民
至
誠
の
聾
・
:

家
庭
週
報
の
再
刊
に
就
き
て

東
西
の
握
手
---e-ee
・e・---eee--e

奉
悼
の
辞
:
・

鶴
一
協
曾
に
就
き
て

漫
遊
み
や
げ

次

時
機
は
来
れ
り
:
-
J
E--
・;

日

婦
人
の
カ
。

577 582 586 590 596 600 603 608 609 611 615 618 620 622 627 

19 



大
正
二
年
度

一
粒
の
種
子
:

記
念
植
樹
・
理
想
樹

外
遊
絵
談

敵
米
政
行
報
告
j
i
-
-

欧
米
婦
人
思
想
界
の
嬰
遷

人
を
高
め
よ

明
治
天
皇
祭
に
際
し
て
・
:

青
年
の
健
康
力
・

精
神
界
の
空
気

時
一
協
曾
の
使
命

677 

今
秋
の
運
動
曾

至
誠
以
て
佳
節
を
祝
せ
よ

今
後
の
使
命

自
動
的
皐
風
を
起
せ
:
:
・
;
・
:
・
:
:

大
正
維
新
:
・

新
年
所
感
・
:

20 

633 63~ 636 637 648 655 658 659 662 665 675 680 682 684 686 



自
治
の
精
神
を
養
へ
:
・
;
・

688 

大
正
三
年
度

十
年
の
木
の
貫
e
e
e

・

693 

皇
太
后
陛
下
の
御
坤
徳
を
追
仰
し
奉
り
て

697 

女
子
大
翠
創
立
の
由
来

700 

皐
生
の
暑
中
休
暇
-
-
e
-

702 

婦
人
と
宗
教
的
生
活

704 

女
子
と
宗
教

708 

ジ
ヤ
ド
ソ
ン
博
士
紹
介
の
酔

722 

戦
の
動
機
:

723 

難
溢
な
る
園
語
の
救
済

726 

希
望
あ
る
門
出

728 

数
育
と

念
泊
養

747 ，729 

今
後
の
婦
人
の
生
活

我
等
の
覚
悟

・

749 

J欠

我
等
は
神
明
に
誓
は
む
:
.

752 

自

21 



大
正
四
年
度

鎮
勤
の
恩
命
を
安
け
し
所
感

一
週
一
信
を
は
じ
む
る
に
就

τ:

予
の
見
た
る
自
殺
者
の
病
源

信
念
生
活
と
は
何
ぞ
や

自
己
の

念

自
然
と
自
己
・

女
子
の
高
等
教
育
問
題
・

我
等
絶
釘
に
生
く
と
は
何
の
一
意
味
ぞ

大
祭
教
育
法
改
善
案
・-

家
庭
も
立
憲
的
に

教
育
寧
重
の
賓
を
促
進
す
る
方
策

信
念
と
人
格
-----e-e--e

大
正
五
年
度

悶
顧
十
五
年
・

嘗
に
改
悔
す
べ
き
時

22 

757 757 758 761 768 773 780 782 787 794 795 796 803 806 



婦
人
の
天
職
-e
--

日
本
婦
人
の
由
貿

タ
ゴ

l
ル
氏
と
語
り
て

女
子
大
皐
卒
業
の
地
方
婦
人
・

タ
ゴ

l
ル
詩
聖
を
軽
井
揮
に
迎
へ
て

大
正
新
女
大
皐

今
後
の
教
育
と
宗
教
・
・
-
-
e
e
e

・e
・-

新
年
に
際
し
て
国
民
的
自
覚
を
促
す

濁
創
的
精
神
の
養
成
方
案

光
栄
の
日
:
;
・

大
正
六
年
度

創
立
十
六
年
の
春
秋

女
子
大
皐
創
立
の
由
来
:
j
i
-
--

新
墜
期
に
於
け
る
皐
生
の
新
生
活

人
格
の
底
深
く
流
る
与
思
潮
の
源
流
を
養
へ

I欠

人
生
の
自
由
と
制
限

目

八
十
年
園
に
蓋
し
L

動
機

807 821 824 826 829 831 835 868 871 875 881 883 884 891 895 898 

23 



f言
k-
.e与、
緬
養
の
忠

義

900 

24 

あ
込
奥
田
市
長

903 

繋
明
の
祈
り
・

906 

女
子
教
育
改
善
の
根
本
方
針
。

913 

今
後
の
女
子
教
育
・
:
-

916 

圏
韓
的
生
活
の
債
値

918 

わ
が
卒
業
生
に
告
ぐ

925 

大
正
七
年
度

時
を
超
越
し
て

933 

断
食
の
日

939 

病
弊
い
。
つ
と
に
;
:

940 

今
秋
の
諸
問
題

・・

943 

時
局
問
題
に
謝
す
る
わ
が
婦
人
の
態
度
如
何
・

947 

女
子
高
等
教
育
の
必
要

950 

阪
谷
許
議
員
披
露
曾
席
上
に
て
e
i
-
-
j

954 

今
年
捧
尾
の
快
事
:
:
:

955 

戦
後
に
於
け
る
世
界
の
形
勢
と
女
子
高
等
教
育
の
趨
勢

964 



次目

女
子
高
等
教
育
の
必
要
e

・e
・-

968 

光
輝
あ
る
婦
人
の
使
命

978 

世
界
維
新

981 

我
が
縫
承
者
に
生
口
ぐ

989 

我
が
帝
国
は
今
後
如
何
な
る
女
子
大
撃
を
要
す
る
や

1010 998 

所
1戎

補

遺浪
花
数
曾
牧
師
津
山
保
羅
氏
の
細
君
於
多
可
女
の
履
歴
誼
に
大
阪
に
あ
り
し
聖
霊
感
化
の
概
況
も

e-

女
子
教
育
に
就
て

1027 1026 1025 1020 1020 1018 1013 101 

北
越
教
育
事
業
に
就
て

女
子
教
育
は
英
国
が
一
番
で
す

現
代
の
要
求
す
る
女
子
教
育
・
e
e

女
向
学
校
の
制
服
問
題

婦
人
の
職
業
教
育

人
心
輯
脅
の
目
標

25 



ヨ主
巨ヨ

簡付
井
上
友
一
郎
宛

ω麻
生
正
競
宛

同
服
部
他
之
助
宛

同
光
本
光
次
郎
宛

同
富
山
虎
三
郎
宛

同
坂
部
静
子
宛

同
平
井
た
か
宛

同
棲
楓
館
一
同
宛

同
玉
木
な
お
・
正
田
淑
宛

制
藤
原
千
代
宛

(
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凡

例

本
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
は
、

公
刊
さ
れ
た
著
書
・
雑
誌
論
文
・
講
演
記
録
及
び
日
記
・
書
簡
等
の
著
作
を
時
代
順
に
収
録
し
、
こ
れ
を
全
三
巻

と
し
た
。

第
一
巻
は
明
治
十
一
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
、
第
二
巻
は
同
三
十
四
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
、
第
三
巻
は
同
四
十
五
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で

の
著
作
を
収
録
し
、
同
時
に
資
料
の
所
在
・
出
版
社
・
掲
載
誌
な
ど
を
表
示
し
た
。
各
巻
に
は
解
説
を
付
し
、
さ
ら
に
第
一
巻
に
は
略
年
譜
を

付
し
た
。
第
三
巻
に
は
参
考
文
献
及
び
索
引
を
付
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
別
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

表
記
に
関
し
て
は
出
来
得
る
限
り
原
文
の
尊
重
に
つ
と
め
、
用
字
、
お
く
り
仮
名
な
ど
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
用
字
の
中
、
寸
(
事
)
・
圧

(
共
)
キ
(
時

)
y
(
し
て
)
な
ど
は
、
現
在
通
常
使
用
の
も
の
と
し
、
変
体
仮
名
も
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
字
・
誤
楠

・
脱
字
・
街
字
な
ど
は
こ
れ
を
改
め
た
。
な
お
、
著
作
に
よ
っ
て
活
字
が
異
る
場
合
は
、
出
来
る
限
り
統
一
し
た
。

漢
字
す
べ
て
に
ル
ビ
の
あ
る
原
文
は
、
特
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
他
は
削
除
し
た
。

外
国
人
名
・
地
名
な
ど
の
表
記
も
す
べ
て
原
文
に
し
た
が
っ
た
が
、
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
は
適
宜
(

)
で
注
記
し
た
。

句
読
点
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。
全
く
そ
れ
の
な
い
も
の
に
は
文
立
を
明
確
に
す
る
た
め
必
要
な
限
り
付
し
た
。



傍
線
・
傍
点
の
あ
る
個
所
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
が
、

。@
O

A
な
ど
の
圏
点
は
す
べ
て
傍
点
(
、
)
に
統
一
し
た
。

英
文
は
明
ら
か
な
誤
記
・
誤
植
は
こ
れ
を
改
め
た
。
其
の
他
不
明
雄
な
個
所
は
(
巴
円
)
又
は
(

編
集
者
註
は

)
で
示
し
た
。

例JL 

)
で
注
記
し
た
。
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